
 
 

 

真
逆 「

真
逆
さ
ま
」
と 

書
い
て
『
ま
っ
さ 

か
さ
ま
』
と
読
む 

の
は
誰
も
が
知
っ 

て
い
る
。
だ
が
、

「
真
逆
」
を
『
ま
さ
か
』
と
読

む
人
は
多
分
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
若
者
言
葉
で
『
ま
ぎ

ゃ
く
』
と
読
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。 

 

初
め
て
聞
い
た
と
き
は
成

る
程
と
思
っ
た
。
若
者
言
葉

に
は
、
大
抵
の
場
合
拒
否
反

応
を
示
す
老
人
の
一
人
だ
け

れ
ど
、
こ
の
時
は
い
さ
さ
か

違
っ
た
。
ま
ぎ
ゃ
く
、
―
ぎ

ゃ
は
鼻
濁
音
。
ガ
ギ
グ
ゲ
ゴ

で
は
な
く

―

ャ

ュ

ョ
―
マ

ャ
ク
と 

発
音
さ
れ
た
。 

今
ど
き
珍
し
く
、
鼻
濁
音

で
発
音
さ
れ
た
「
真
逆
」
に

思
わ
ず
成
る
程
と
唸
っ
た
次

第
。
鼻
濁
音
は
、
今
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
日
本
語
だ
。
美
し

い
日
本
語
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
も
の
の
、
日
常
的
に
使
わ

れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
一

部
の
地
方
に
限
っ
て
、
日
常

的
に
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
東
京
で
は
む
し
ろ

珍
ら
し
い
発
音
に
成
り
下
が

っ
て
し
ま
っ
た
。
因
み
に
筆

者
自
身
、
か
な
り
意
識
し
な

い
と
正
し
く
言
え
な
い
。 

山
の
手
線
に
は
鼻
濁
音
で

呼
ぶ
駅
名
が
い
く
つ
も
あ
る
。 

品
川
「

わ
」
、
目
黒
「

ろ
」
、
代
々
木
「

」
、
巣

鴨
「

も
」
、
駒
込
「

め
」
、

鶯
谷
「
う

い
す
」
…
ぜ
ひ

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
に
耳
を
傾

け
て
ほ
し
い
。
首
都
圏
の
鉄

道
ら
し
く
美
し
い
日
本
語
で

唱
え
て
欲
し
い
と
思
う
。 

青
葉
繁
れ
る
桜
井
の
…
シ

ゲ
レ
ル
で
は
な
く
シ

レ
ル

だ
よ
と
と
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
音
楽
の
先
生
の
こ
と
を
懐

か
し
く
思
い
出
す
。
Ｄ
市
の

小
学
校
で
の
授
業
で
あ
っ

た
。
当
時
Ｄ
市
は
、
い
わ
ゆ

る
標
準
語
の
教
育
が
徹
底
し

て
い
て
、
内
地
か
ら
赴
任
し

て
来
た
ば
か
り
の
先
生
は
か

な
り
苦
労
し
て
お
ら
れ
た
よ

う
だ
っ
た
。 

●
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ

ア
大
聖
堂 

目
白
通
り
を
は
さ
ん
で
椿

山
荘
の
反
対
側
に
、
き
ら
き

ら
と
輝
く
モ
ダ
ン
な
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
が
有
る
。
明
治
二

十
年
（
一
八
八
七
）
、
こ
こ

に
聖
母
仏
語
学
校
が
開
か

れ
、
後
に
関
口
教
会
と
な
る
。

明
治
三
十
二
年
、
レ
イ
神
父

が
大
聖
堂
を
建
設
。
明
治
三

十
二
年
、
関
口
聖
母
教
会
と

な
り
、
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
に
東
京
大
司
教
座
聖
堂

と
な
る
。
カ
テ
ド
ラ
ル
と
は
、

そ
の
地
区
の
教
会
の
最
高
責

任
者
が
い
る
場
所
、
即
ち
大

司
教
座
の
事
。 

現
在
の
大
聖
堂
は
ド
イ

ツ
、
ケ
ル
ン
市
の
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
寄
付
に
よ
り
、
昭

和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に

竣
工
し
た
。
設
計
は
丹
下
健

三
、
構
造
は
東
大
坪
井
研
究

室
。
上
空
か
ら
見
る
と
十
字
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●
学
習
院 

華
族
の
学
校
と
し
て
開
校

し
た
の
は
明
治
十
年
（
一
八

七
七
）
で
最
初
は
神
田
錦
町

に
有
っ
た
、
そ
の
後
移
転
を

重
ね
四
十
一
年
乃
木
希
典
院

長
の
時
に
目
白
に
校
舎
が
完

成
、
移
転
し
て
い
る
。
敷
地

は
約
七
万
坪
あ
る
が
史
跡
も

多
い
、
堀
部
安
兵
衛
血
洗
い

の
池
、
芭
蕉
の
句
碑
、
院
長

の
居
室
、
榊
壇
、
グ
ラ
ン
ド 

脇
に
「
是
よ
り
左
ぞ
う
し
が

や
、
右
は
ほ
り
の
内
」
と
刻

ま
れ
た
道
標
が
あ
る
。 

         

●
千
歳
橋 

明
治
通
り
と
目
白
通
り
の

高
低
差
を
利
用
し
た
立
体
交

差
点
の
陸
橋
で
、
昭
和
七
年

完
成
、
優
美
な
曲
線
を
生
か

し
た
外
観
、
構
造
の
デ
ザ
イ

ン
で
、
「
東
京
の
著
名
橋
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で

終
了
し
ま
す
。
長
い
間
の
ご

愛
読
を
感
謝
致
し
ま
す
。 

新
年
か
ら
又
新
し
い
読
み

物
を
始
め
ま
す
。 

乞
う
ご
期
待
！ 

 

  
 
 
 

 
 

 
 

 
 

を
開
い
て
い
た
。 

大
正
七
年
に
は
当
時
関
西

財
界
で
重
要
な
地
位
を
占
め

て
い
た
藤
田
組
の
二
代
目
当

主
「
藤
田
平
太
郎
男
爵
」
が
、

名
園
を
あ
り
の
ま
ま
残
し
た

い
と
い
う
山
形
有
朋
の
意
志

を
受
け
継
い
だ
。
し
か
し
昭

和
二
十
年
の
空
襲
で
山
県
公

爵
の
記
念
館
や
一
千
坪
の
大

邸
宅
、
樹
木
の
大
半
が
殆
ん

ど
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

幸
い
丘
の
木
立
に
囲
ま
れ
た

三
重
の
塔
は
焼
失
を
免
れ
、

今
に
そ
の
曲
線
を
空
に
映
し

て
い
る
。 

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
四

八
）
、
藤
田
鉱
業
（
旧
藤
田

組
）
か
ら
藤
田
興
行
の
所
有

と
な
り
、
藤
田
興
行
の
創
業

者
と
な
っ
た
小
川
栄
一
は

「
戦
後
の
荒
廃
し
た
東
京
に

緑
の
オ
ア
シ
ス
を
」
の
思
想

の
下
に
、
一
万
有
余
の
樹
木

を
移
植
し
、
名
園
椿
山
荘
の

復
興
に
着
手
し
、
昭
和
二
十

七
年
十
一
月
十
一
日
よ
う
や

く
完
成
し
た
。
園
内
の
三
重

塔
は
広
島
か
ら
移
築
し
た
も

の
で
室
町
末
期
と
さ
れ
、
都

内
の
現
存
す
る
塔
と
し
て
は
、

他
に
上
野
寛
永
寺
五
重
塔
、

池
上
本
門
寺
五
重
塔
だ
け
に

な
っ
て
い
る
。 

←三重塔 

架
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
聖

堂
の
左
奥
に
「
キ
リ
シ
タ
ン

夜
泣
き
石
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
フ
ラ
ン
ス
の
片
田
舎
ル
ハ

ド
の
洞
窟
に
、
聖
母
マ
リ
ア

が
現
れ
る
と
言
う
奇
跡
が
起

こ
り
、
世
界
的
な
巡
礼
地
と

な
っ
た
マ
リ
ア
信
仰
の
為
に
、

そ
っ
く
り
に
作
ら
れ
た
祈
り

の
場
で
あ
る
。 

●
椿
山
荘 

野
間
記
念
館
に
隣
接
し
、

目
白
通
り
に
挟
ま
れ
る
場
所

に
位
置
す
る
。
「
建
物
は
目

白
御
殿
、
庭
の
椿
山
荘
」
と

た
た
え
ら
れ
、
目
白
台
地
の

斜
面
を
巧
み
に
利
用
し
た
明

治
期
の
見
事
な
自
然
庭
園
。

 

江
戸
時
代
、
関
口
は
南
北

朝
の
こ
ろ
か
ら
椿
が
自
生
す

る
景
勝
の
地
で
「
つ
ば
き
や

ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
江

戸
時
代
初
期
に
は
、
神
田
上

水
の
水
役
と
し
て
出
府
し
た

松
尾
芭
蕉
が
、
深
川
芭
蕉
庵

に
移
る
ま
で
の
四
年
間
、
椿

山
荘
に
隣
接
す
る
関
口
竜
隠

庵
（
の
ち
に
関
口
芭
蕉
庵
）

に
住
ん
で
い
た
。
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
の
切
絵
図
に
よ

る
と
、
現
在
の
椿
山
荘
の
敷

地
は
、
上
総
久
留
里
藩
黒
田

豊
前
守
の
下
屋
敷
で
あ
っ
た

事
が
分
か
る
。 

明
治
時
代
、
山
形
有
朋
が

十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
私

財
を
投
じ
て
「
つ
ば
き
や
ま
」

を
購
入
「
椿
山
荘
」
と
命
名

し
た
。
山
県
は
明
治
天
皇
を

始
め
と
す
る
当
時
の
政
財
界

の
重
鎮
を
招
き
、
椿
山
荘
で

国
政
を
動
か
す
重
要
な
会
議
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真
逆
は
、
正
反
対
の
意
。

新
鮮
な
響
き
が
あ
る
。 

（
Ｙ
・
イ
ゼ
キ
） 

   

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

     
 

 
 

 
 

 
 

 

    
                     

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

あおい  通信 第91 号 

第９１号 平成２４年１２月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

東 

京 

江 

戸 

散 

歩 

そ
の
四
十
九 

 

雑
司
ヶ
谷
―
六 

写真・文 七海邦夫 

世評・時評 

広大な庭園 

→ 

↑上空から見ると「十字架」の形
になっているカテドラル大聖堂 



 

 

さ
れ
る
と
、
言
葉
に
つ
ま
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

明
治
以
降
に
作
ら
れ
た
噺

は
単
位
が
円
だ
け
で
助
か
る

が
、
江
戸
時
代
は
、
両
、
分
、

朱
、
匁
、
と
わ
か
り
に
く
く
、

両
、
分
、
朱
、
は
金
貨
の
単

位
、
匁
は
銅
貨
の
単
位
。 

よ
冬
本
番
で
す
。【
冬
至
】
昼

が
最
も
短
く
な
る
冬
至
。
皆

さ
ん
元
気
で
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。 

 
 

お
わ
り 

「
江
戸
の
金
銭
感
覚
」
を
書

い
て
み
ま
し
た
。 

大
金
も
時
に
は
人
に
く
れ

て
や
る
。
金
儲
け
に
は
こ
だ

わ
り
が
な
い
。
落
語
に
は
頻

繁
に
お
金
の
話
が
出
て
き
ま

す
。 【

火
焔
太
鼓
】
で
は
、
一
分

（
い
ち
ぶ
）
で
仕
入
れ
た
太
鼓

が
三
両
で
売
れ
る
。 

【
文
七
元
結
】（
ぶ
ん
し
ち

も
っ
い
）
で
は
左
官
の
長
兵

衛
が
、
娘
が
吉
原
に
身
を
売

っ
て
用
意
し
た
金
五
十
両
を

通
り
が
か
り
の
身
投
げ
寸
前

の
若
い
男
に
く
れ
て
や
る
。

ど
ち
ら
も
す
ご
い
…
と
聞
か 

  

  
生
年
月
日
は
二
〇
一
一
年

十
月
二
十
五
日
沖
縄
県
糸
満

市
。
名
前
は
ナ
ナ
と
付
け
ま

し
た
。 

あ
れ
か
ら
も
う
一
年
、
犬

の
歳
で
云
う
と
十
八
歳
の
成

犬
に
な
り
ま
す
が
、
何
も
教

え
て
や
ら
ず
、
力
一
杯
走
り

回
る
の
が
好
き
で
、
歩
い
て

の
散
歩
は
と
て
も
無
理
。
僕

は
自
転
車
が
得
意
な
の
で
自

転
車
で
引
っ
張
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
勿
論
、
息
子
達
は

猛
反
対
。 

 

自
転
車
に
決
め
て
乗
り
始

め
た
も
の
の
、
昔
得
意
だ
っ

た
自
転
車
が
、
自
分
の
体
力

の
衰
え
に
気
づ
か
ず
自
由
に

乗
れ
ず
、
子
犬
に
引
っ
張
り

ま
わ
さ
れ
て
、
何
十
回
も
仰

向
け
に
ひ
っ
く
り
返
り
、
自

分
で
も
よ
く
怪
我
も
せ
ず
に

い
た
と
思
い
ま
す
。 

          

 

 

あ
お
い
歌
壇 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

麻
生 

伊
登
子 

氷
雨
降
る 

帰
郷
の
吾
子
ら 

案
じ
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

年
越
し
そ
ば
の 

湯
気
あ
た
た
か
き 

幾
度
か 

通
り
過
ぎ
行
く 

靴
の
音 

 
 
 
 
 
 
 

耳
を
澄
ま
せ
て 

娘
の
帰
り
待
つ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泉 

貞
子 

眼
交
（
ま
な
か
い
）
に 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
せ
る 

東
京
駅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧
き
煉
瓦
の 

ド
ー
ム
広
が
る 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と
我
は 

同
じ
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
正
四
年 

こ
の
世
に
生
ま
る 

同
じ
年 

生
れ
し
縁
（
え
に
し
） 
喜
び
て 

 
 
 
 
 
 
 

ホ
テ
ル
の
予
約 

娘
と
済
ま
せ
た
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

カ
ツ 

男
体
山 

初
冠
雪
の 

ニ
ュ
ー
ス
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

冬
の
足
音 

間
近
と
な
り
ぬ 

草
の
葉
の 

露
に
も
似
た
る 

人
の
世
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

命
永
ら
え 

今
日
の
喜
び 

 限
り
で
あ
っ
た
。 

翌
朝
四
時
半
、
待
ち
に
待

っ
た
ご
来
光
。
手
を
合
わ
せ

登
山
の
無
事
を
祈
る
。 

「
寒
い
」。
冬
支
度
に
身
を

整
え
、
イ
ザ
頂
上
を
め
ざ
す
。 

３
７
７
６
ｍ
！ 

一
斉
に

バ
ン
ザ
イ
！ 

 
         

暖
か
い
お
汁
粉
が
待
っ
て

い
て
く
れ
た
。
ゆ
っ
く
り
休

憩
を
と
り
、
須
走
り
を
一
目

散
に
下
る
。
安
物
の
運
動
靴

が
ボ
ロ
ボ
ロ
。
み
ん
な
の
顔

が
砂
を
か
ぶ
っ
て
真
っ
黒
だ
。 

 

 

散
歩
が
済
ん
で
庭
に
放
せ

ば
、
ま
た
走
り
ま
わ
り
ま
す
。

と
て
も
利
口
で
、
餌
な
ど
で

捕
ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

        

何
時
も
学
習
し
て
、
そ
の

手
は
食
わ
な
い
と
、
近
付
い

て
も
き
ま
せ
ん
。
警
戒
心
が

強
く
悪
賢
い
ナ
ナ
で
す
が
、

今
で
は
可
愛
く
て
、
犬
の
寿

命
は
二
十
年
位
な
の
で
、
私

も
頑
張
ら
ず
に
ナ
ナ
と
何
時

ま
で
一
緒
に
い
ら
れ
る
か
、

と
考
え
る
こ
の
頃
で
す
。 

自
分
と
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
話

の
み
で
失
礼
。 

 

不
幸
な
も
の
ば
か
り
。 

そ
れ
に
引
替
え
、
雑
草
の

強
さ
を
見
る
。
私
は
年
と
共

に
体
力
が
落
ち
、
足
が
弱
く

な
る
の
を
防
ぐ
た
め
散
歩
を

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。 

住
宅
地
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

歩
道
の
僅
か
な
割
目
か
ら
、

た
く
ま
し
く
伸
び
る
名
も
な

き
雑
草
が
元
気
に
成
長
し
て

い
る
の
を
見
か
け
る
。
そ
の

繁
殖
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

雑
草
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
強
い

の
だ
ろ
う
。
人
間
と
比
較
し

た
く
な
る
。 

散
歩
の
途
中
で
見
る
竹
や
ぶ

の
な
か
に
、
す
く
す
く
と
空

に
向
か
っ
て
伸
び
て
行
く
若

竹
の
逞
し
く
伸
び
る
姿
を
見

る
と
、
何
と
も
言
え
ぬ
幸
福

感
を
覚
え
、
若
い
竹
の
美
し

い
色
は
魅
力
的
で
、
絵
に
画

き
た
い
と
思
っ
て
見
入
っ
て

い
る
。 

 

 
世
の
人
々
が
、
幸
福
を
感

ず
る
と
き
は
い
ろ
い
ろ
で
、

何
時
幸
福
感
を
感
ず
る
の

か
？ 私

の
場
合
は
、
お
風
呂
に

入
る
時
。
ど
こ
も
悪
い
処
も

な
く
、
元
気
な
状
態
で
ゆ
っ

く
り
と
風
呂
に
浸
か
る
時
、

幸
福
感
を
味
わ
う
。
何
事
も

な
く
一
日
を
終
え
、
ゆ
っ
く

り
と
風
呂
に
入
っ
た
時
は
つ

く
づ
く
幸
福
だ
と
思
う
。 

人
間
の
一
生
に
は
雑
多
な
事

が
起
き
、
幸
福
と
不
幸
は
一

枚
の
紙
の
表
裏
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
と
思
う
。
最
近
新

聞
紙
上
を
賑
わ
せ
る
親
子
心

中
や
，
小
・
中
学
生
の
自
殺

事
件
は
な
ん
だ
ろ
う
、
実
に 

 
 

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十

一
日
、
職
場
仲
間
八
人
と
千

葉
駅
を
出
発
、
東
京
駅
で
東

海
道
本
線
に
乗
り
継
ぎ
富
士

吉
田
駅
下
車
。
天
気
良
し
。

運
動
靴
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
（
当

時
登
山
靴
な
ん
て
な
し
） 

一
合
目
か
ら
歩
き
出
す
。

な
だ
ら
か
な
雑
木
林
を
過
ぎ

登
山
口
の
狭
い
道
に
入
る
。

若
い
仲
間
達
は
意
気
揚
々
、

く
っ
た
く
の
な
い
話
を
し
な

が
ら
疲
れ
た
様
子
も
な
く
二

合
目
～
三
合
目
、
五
合
目
の

山
小
屋
（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
土

産
物
）
に
到
着
。
休
憩
所
で

一
休
み
。 

さ
て
、
此
処
か
ら
が
ほ
ん

と
の
登
山
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
岩

山
を
道
標
の
綱
を
引
っ
張
り

な
が
ら
登
る
。
現
在
の
よ
う

な
整
備
さ
れ
た
も
の
は
何
も

な
い
。
岩
一
つ
ひ
と
つ
を
踏

み
越
え
て
進
む
。
時
折
、
雲

の
霧
の
中
に
入
る
。
身
を
小

さ
く
し
て
通
り
過
ぎ
る
の
を

待
つ
。
八
合
目
ま
で
登
ら
な

け
れ
ば
宿
は
な
い
。 

蟻
の
行
列
の
よ
う
な
人
混

み
も
な
い
。
宿
に
も
数
え
る

ほ
ど
の
人
数
だ
。
そ
れ
で
も

足
を
伸
ば
し
、
ゴ
ロ
寝
を
し

た
時
の
安
堵
感
は
う
れ
し
い

 
 

去
年
の
十
二
月
二
十
五
日

に
長
男
と
長
女
か
ら
、
ス
ー

パ
ー
バ
リ
ュ
ー
に
て
僕
の
散

歩
用
に
と
、
マ
メ
柴
を
貰
い

ま
し
た
。 

血
統
書
が
付
い
た
犬
の
名

前
は
、
茜
（
あ
か
ね
）
姫
号
ム

ー
ン
ラ
イ
ト
マ
ジ
ッ
ク
Ｊ
Ｐ
。 

 
 

                

カ
ラ
オ
ケ
会 

１
６
日
（
金
）
バ
ン
バ
ン

に
て
。
１
１
名
の
参
加
。 

麻
雀
大
会 

２
１
日
（
金
）
雀
荘
ベ
イ

ブ
に
て
開
催
。
足
達
さ
ん

の
初
優
勝
で
し
た
。 

      １
２
月
度
行
事
の
予
定 

今
月
は
、
イ
ヴ
ェ
ン
ト
お

休
み
月
間
で
す
。 

新
年
１
月
度
行
事
の
予
定 

１
月
２
５
日
（
金
）、
横
浜

中
華
街
で
「
新
年
会
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
事
務
局
長
） 

 

１
１
月
度
行
事
の
結
果 

旅
行
の
会 

 

４
日
～
６
日
、
草
津
・
白

根
・
軽
井
沢
に
行
き
ま
し

た
。
１
１
名
で
し
た
が
、

紅
葉
と
温
泉
三
昧
と
グ
ル

メ
の
旅
、
良
か
っ
た
よ
～
。 

       

二
時
間
余
り
で
下
山
。
登

り
の
九
時
間
が
夢
の
よ
う
だ
。

五
合
目
で
顔
だ
け
洗
い
、
歩

き
始
め
る
。
東
海
道
本
線
に

汚
れ
た
ま
ま
乗
り
込
む
。 

楽
し
か
っ
た
！
辛
か
っ

た
！ 

疲
れ
た
！ 

 

幸
せ
だ
っ
た
青
春
。 
 
 
 
 
 

健
康
有
難
う 

                

  

  
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

「
に
じ
ゅ
う
し
せ
っ
き
」
の

続
き 九

月
【
白
露
】
野
の
草
に

露
が
宿
り
始
め
る
頃
。
冷
え

る
日
が
目
の
前
に
…
【
秋
分
】

昼
夜
の
長
さ
が
等
し
い
秋
分
。

体
調
を
整
え
ま
し
ょ
う
。 

十
月
【
寒
露
】
露
が
降
り

始
め
る
頃
。【
霧
降
】
霧
が
降

り
始
め
る
頃
で
す
。
体
を
温

め
て
、
血
行
を
整
え
て
下
さ

い
。 十

一
月
【
立
冬
】
暦
の
上

で
は
冬
、
寒
さ
に
耐
え
る
体

力
を
。【
小
雪
】
雪
が
舞
い
始

め
る
頃
。 

十
二
月
【
大
雪
】
い
よ
い

 
                 

葵
友
の
会 

広
報
コ
ー
ナ
ー 

子
供
達
に
貰
っ
た 

ワ
ン
ち
ゃ
ん 

 
 
 
 

 

上
野 

晴
也 

    

人
が
幸
福
を 

感
ず
る
時 

 
 
 
 

   

山
嵜 

利
重 

    

雑 
 

学 
 

 
 
 

  

絹
田 

治
夫 

    

思
い
出
の
富
士
登
山 

 
 
 
 

麻
生 

伊
登
子 

    


